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新潟大学脳研究所で開発された、脳機能解析と神経疾患モデル動物として有用な遺伝子改変ラット作製技術。
独自に樹立された SDラット由来胚性幹細胞（左上）に黄色蛍光タンパクが発現するよう遺伝子改変を行い、
ラット初期胚に注入（右上）することで作製されたキメララット（下）。キメララットには胚性幹細胞由来の
黄色蛍光が認められる。
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